
 
 
 

 漢字学習コース  
 
１．コースの目的 

日本語の新聞や雑誌を読んだり、試験を受けたり仕事をしたりするために必要な漢字語彙の読み書き

の力をつける 
 

２．学習内容 
  日本の小中学校で学習する漢字約 1800字について 5000～6000の熟語の読み書きを学習する 
 
３．主な対象者 

日本語レベルは初級修了以上で、日常会話はできる人。中国で中卒相当以上の識字力のある人 
 

４．学習期間 
  12ヶ月まで（期間内に修了しなかった場合は継続申請が可能） 
 
５．使用教材 
  ｢漢字を覚えよう 上・下｣  
 
６．学習プログラム概略 

以下 12ヶ月の場合だが、受講者のペースで進める 

 

12ヶ月 学習範囲 提出物 

 
第１回送付物：受講案内、テキスト「漢字を覚えよう 上」､第１回課題（第１課～第16課） 

第1課～第16課 →★第１回課題（第１課～第16課） 

4 ～ 6 

ヶ月目 

第２回送付物：第２回課題（第17課～第32課） 

第17課～第32課 →★第２回課題（第17課～第32課） 

7 ～ 9 

ヶ月目 

第３回送付物：テキスト「漢字を覚えよう下」、第３回課題（第33課～第48課） 

第33課～第48課 →★第３回課題（第33課～第48課） 

10 ～ 12 

ヶ月目 

第４回送付物：第４回課題（第49課～第61課） 

第49課～第61課 →★第４回課題（第49課～第61課） 

修了証送付  

 

７．このコースのスクーリングの目的 
世代や適性等の大きく異なる受講者がいるため、受講者と講師とで相談して受講者の覚えたい語彙 

と課題の量などをニーズに合わせて調整する 

1 ～ 3 

ヶ月目 



 
 
 

８．このコースのスクーリングの留意点 
・初回にテキストの構成や学習の進め方、提出課題の記入の仕方を丁寧に確認する。 
・教材の中の「コラム」を用いて解説や練習を行う際には事前の準備が必要。 
・職訓校など受験の機会がありそうな若い人や一世であっても適正も高く､自らに厳密さを要求するタ

イプの場合、漢字字体の細かい違いまで注意させるが、そうではない高齢者に対してはあまり細かく

注意しない。提出課題の｢まとめの問題｣の(三)(四)の問題は、職訓校向けの応用問題になっている。 

 
９．スクーリングの流れと活動例(約２時間で計画した場合、以下の活動内容から取捨選択する) 

 

①オリエンテーション(初回のみ)：スクーリングの役割(自学自習を補うもの)、頻度、受講者が複数の

場合は自己紹介、(必要に応じて)教材の使い方、遠隔学習の方法について確認 

②直接指導 

 ａ．学習相談－１(現在の学習進度など状況把握を軽く行う) 

 ｂ．課題添削終了者には、添削課題を持参してもらい、結果へのアドバイスを行う 
  →結果の評価（努力の成果を認める方向で）や間違った箇所の確認、注意点に対する意識化 
ｃ．課題未提出の場合、学習した範囲の定着度をチェックする（提出課題の｢まとめの問題｣或いは、

テキストの｢自己チェック｣問題からの抜粋問題） 
オプションｄ．テキストごとのコラム解説（日中の漢字の字体の違い、日中の漢字の意味の違い、 

音読み訓読み、送り仮名について①、熟字訓、同じ読みの漢字の使い分け、同音異義語、送り仮

名について②） 
ｅ．学習内容に関する質問受け 
ｆ．学習相談－２(学習方法アドバイス､今後の学習計画について話し合い､次回までの目標設定) 

オプションｇ．受講者の希望する部分を音読練習する。その際、希望があれば自習用としても使用 

できるように講師がテープ等に録音する 

③間接指導（自習） 
以下は、講師が他の受講者に対応している間に受講者が行う課題の例 
ａ．受講者が教材を使って行う課題 

   ・各課にある太字の漢字語彙、或いは｢自己チェック｣問題で未定着な部分の漢字単語カードを作る 

    →漢字の読みと書き練習に利用するカード(表：日本の漢字、裏：読み仮名、中国語) 

    →語彙として覚えるためのカード(表：日本の漢字と読み仮名、裏：中国語) 

    →中国と日本では字体の違う漢字カード(表：中国の漢字、裏：日本の漢字) 

   ・｢自己チェック問題｣を再度やってみる 

   ・｢まとめの問題｣が終わっていない場合は学習した範囲の問題を記入する 

ｂ．講師が教材から作る課題 

   ・｢まとめの問題｣集ごとの定着度チェック問題の作成：｢まとめの問題｣が返却されている者に対し

ては、そこから抜粋した問題を作り(主に問題の｢一｣｢二｣より)定着度のチェックを行う。余裕

のありそうな者に対しては｢三｣｢四｣からの抜粋問題も実施。(当コース資料④)参照 

 ・受講者のウィークポイント問題の作成：今回までの学習範囲の未定着項目をチェックしておき、

次回までにその部分の問題を作成しておく 

 



 
 
 

10．スクーリング実施状況報告から 活動事例など 

 自学自習が前提の遠隔課程の中でも漢字関係のコースは特に孤独な学習に頼るしかないコースですの

で、自学自習の方法を受講者の方が身に付けているかどうかが鍵になります。 
 

● 覚え方の工夫 

テキスト「漢字を覚えよう」は課ごとに表題が示す分野で多く使われる字を集めてありますので、一

つの話題に関連させて活動を行うことが可能です。 

・最近の天災(地震･台風･豪雨)から関連ある第 24課を選んで､特に使える語彙や漢字の説明を読んだ。 

・テキスト｢健康と病気｣の課から特に身近でよく使う漢字の練習。インフルエンザの予診票を読みながら

使われている漢字を確認した。 

・テキスト中の単語(季節の話題語など)を使っての応用会話は受講者も積極的だった。 

上記のような練習方法はかなりの語彙を把握しているのに、それを上手に会話に結びつけることが

できない受講者にぴったりでしょう。 

・提出課題をやりながら関連する言葉を提示すると、受講者はそれが一番役に立つと言う。 

｢お金をおろす・換える｣など今回初めて知ったようだった。 

・学習内容は難しいが、電子辞書等を使って楽しんで学習した。 

 

● 受講者の感想 

・区役所や郵便局の書類の読み取りができるようになり、市役所で日本語がわからなくても漢字を書くこ

とで理解してもらえた。 

 

  

◆＊◆＊◆ 資料 ◆＊◆＊◆ 

 

１．テキスト｢漢字を覚えよう 下｣抜粋 (資料①) 

２．テキスト 練習問題抜粋 (資料②) 

３．提出課題 添削例 (資料③) 

４．自習課題例 (資料④) 



 
 
 

（資料①） 
 
【第 57課】 
 

 

組 

ソ 組
そ

織
しき

<组织> ・ 組
そ

閣
かく

<组织内阁> ・ 組
そ

成
せい

 

 くみ・くむ 

組
く

む<组成组,合伙,(手脚肩等)交叉在一起> ・ 番
ばん

組
ぐみ

<节目> ・  

～組
くみ

<班,套>・組
くみ

合
あい

<工会,合作社>・組
く

み立
た

て<结构,装配> ・ 
骨
ほね

組
ぐ

み<骨架,(文章)大纲> ・ 組
く

み合
あ

わせる<配合,编组> ･ 取
と

り組
く

む<为摔倒对方互相扭住,专心致志做某件事> 

 織 ショク・シキ 組
そ

織
しき

 ・ 織
しょっ

機
き

<织布机> ・ 織
しょく

女
じょ

<织布的女子,织女星> 

织 
 おる 織

お

る ・ 織
おり

物
もの

<纺织品> ・ 機
き

械
かい

織
お

り<(名词)机织> 

 編 ヘン 

短
たん

編
ぺん

小
しょう

説
せつ

<短篇小说> ・ 編
へん

集
しゅう

<编辑> ・ 

編
へん

成
せい

<编成,组成> ・ ～編
へん

<～篇(数诗,论文的量词)> ・  
編
へん

曲
きょく

 ・ 編
へん

入
にゅう

<编入,插入> ・ 続
ぞく

編
へん

<续集> 

 
 あむ 編

あ

む ・ 編
あ

み物
もの

<针织(品),织毛线> ・手
て

編
あ

み<手织> 

 

 

 

         （３７） ｢周り｣｢回り｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ｢周
まわ

り｣指的是事物的四周环境，如｢池
いけ

の周
まわ

り<池塘的周围>｣，｢学校
がっこう

の周
まわ

り<学校四

周>｣等。而与此相比，｢回
まわ

り｣指的则是狭意的四周范围，如｢胴
どう

回
まわ

り<腰围>｣， 

｢身
み

の回
まわ

りの品
しな

々
じな

<身边的东西>｣等。 
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◆ 

練
習
問
題 

◆
《
262
・
263
頁
》 

① 

波な
み

の
音お

と

を
聞
き
な
が
ら
の
ん
び
り
海
辺

＿
＿
＿
＿

を
歩あ

る

く
の
が
好す

き
だ
。 

② 

公こ
う

園え
ん

の
南

み
な
み

に
は
野や

球
き
ゅ
う

場
じ
ょ
う

、
北き

た

に
は
野や

外が
い

劇げ
き

場
じ
ょ
う

が
あ
り
、 

 
 

中
央

＿
＿
＿
＿

に
は
大お

お

き
な
噴ふ

ん

水す
い

が
あ
る
。 

③ 

余あ
ま

っ
た
毛け

糸い
と

で
子
ど
も
の
セ
ー
タ
ー
を
編＿

＿

む
。 

④ 

入
に
ゅ
う

場
じ
ょ
う

資し

格か
く

に
制
限

＿
＿
＿
＿

は
な
い
が
、
先
着

せ
ん
ち
ゃ
く

二
百
名め

い

に
限
る
。 

⑤ 

都と

会か
い

に
一
人

ひ
と
り

で
暮く

ら
し
て
い
る
と
、
隣
人

＿
＿
＿
＿

の
顔か

お

さ
え
覚お

ぼ

え
な
い 

 
 

ま
ま
だ
。 

⑥ 

私
は
以
前

い
ぜ
ん

、
雑ざ

っ

誌し

の
編
集

＿
＿
＿
＿

の
仕し

事ご
と

を
し
て
い
た
。 

⑦ 

初は
じ

め
に
意
図

＿
＿
＿
＿

し
た
の
と
全ぜ

ん

然ぜ
ん

違ち
が

う
結け

っ

果か

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

⑧ 

最さ
い

近き
ん

の
テ
レ
ビ
は
く
だ
ら
な
い
娯ご

楽ら
く

番
組

＿
＿
＿
＿

が
多お

お

す
ぎ
る
。 

⑨ 

こ
の
本
は
、
戦せ

ん

後ご

の
歴れ

き

史し

を
産さ

ん

業
ぎ
ょ
う

構こ
う

造ぞ
う

の
変へ

ん

化か

と
い
う
視し

点て
ん

か

ら
体
系

＿
＿
＿
＿

的て
き

に
述の

べ
て
い
る
。 

⑩ 

国く
に

の
人じ

ん

口こ
う

を
正せ

い

確か
く

に
つ
か
む
た
め
に
５
年
毎ご

と

に
統
計

＿
＿
＿
＿

調
ち
ょ
う

査さ

を 

 
 

行
お
こ
な

う
。 

⑪ 

行
ぎ
ょ
う

政せ
い

機き

関か
ん

の
組
織

＿
＿
＿
＿

を
再さ

い

編
成

＿
＿
＿
＿

し
て
業

ぎ
ょ
う

務む

を
効こ

う

率り
つ

化か

す
る
。 

⑫ 

こ
の
絨

じ
ゅ
う

毯た
ん

は
手て

作さ

業
ぎ
ょ
う

で
織＿

＿

ら
れ
た
も
の
だ
。 

① 

入
に
ゅ
う

場
じ
ょ
う

資し

格か
く

に
セ
イ
ゲ
ン

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

は
な
い
が
、
先
着

せ
ん
ち
ゃ
く

二
百
名め

い

に
カ
ギ

＿
＿
＿
＿

る
。 

② 

行
ぎ
ょ
う

政せ
い

機き

関か
ん

の
ソ
シ
キ

＿
＿
＿
＿
＿
＿

を
再さ

い

ヘ＿
＿

ン
セ
イ

＿
＿
＿
＿
＿
＿

し
て

業
ぎ
ょ
う

務む

を
効こ

う

率り
つ

化か

す
る
。 

③ 

余あ
ま

っ
た
毛け

糸い
と

で
子
ど
も
の
セ
ー
タ
ー
を
ア＿

＿

む
。 

④ 

こ
の
本
は
、
戦せ

ん

後ご

の
歴れ

き

史し

を
産さ

ん

業
ぎ
ょ
う

構こ
う

造ぞ
う

の
変へ

ん

化か

と
い
う
視し

点て
ん

か

ら
タ
イ
ケ
イ

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

的て
き

に
述の

べ
て
い
る
。 

⑤ 

波な
み

の
音お

と

を
聞
き
な
が
ら
の
ん
び
り
ウ
ミ
ベ

＿
＿
＿
＿
＿
＿

を
歩あ

る

く
の
が
好す

き
だ
。 

⑥ 

こ
の
絨

じ
ゅ
う

毯た
ん

は
手て

作さ

業
ぎ
ょ
う

で
オ＿

＿

ら
れ
た
も
の
だ
。 

⑦ 

初は
じ

め
に
イ
ト

＿
＿
＿
＿

し
た
の
と
全ぜ

ん

然ぜ
ん

違ち
が

う
結け

っ

果か

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

⑧ 

最さ
い

近き
ん

の
テ
レ
ビ
は
く
だ
ら
な
い
娯ご

楽ら
く

バ
ン
グ
ミ

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

が
多お

お

す
ぎ
る
。 

⑨ 

私
は
以
前

い
ぜ
ん

、
雑ざ

っ

誌し

の
ヘ
ン
シ
ュ
ウ

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

の
仕し

事ご
と

を
し
て
い
た
。 

⑩ 

公こ
う

園え
ん

の
南

み
な
み

に
は
野や

球
き
ゅ
う

場
じ
ょ
う

、
北き

た

に
は
野や

外が
い

劇げ
き

場
じ
ょ
う

が
あ
り
、 

 
 

チ
ュ
ウ
オ
ウ

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

に
は
大お

お

き
な
噴ふ

ん

水す
い

が
あ
る
。 

⑪ 

国く
に

の
人じ

ん

口こ
う

を
正せ

い

確か
く

に
つ
か
む
た
め
に
５
年
毎ご

と

に
ト
ウ
ケ
イ

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

調
ち
ょ
う

査さ

を
行

お
こ
な

う
。 

⑫ 

都と

会か
い

に
一
人

ひ
と
り

で
暮く

ら
し
て
い
る
と
、
リ
ン
ジ
ン

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

の
顔か

お

さ
え
覚お

ぼ

え
な

い
ま
ま
だ
。 

（資料②） 
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（資料③） 
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（資料④） 

 

 


